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神奈川県のクリノイガ属植物

(勝山輝男)

日本に帰化しているクリノイガ属植物につ

いて調べる必要が生じ，国立科学博物館，東大，

京大，煩栄短大のク リノイガ属の標本を再検討

しましたーその眼で神奈川県産のク リノイカ、属

の標本も見直してみました.W神奈川県植物誌
200 1 ~のクリノイガ属はシンクリノイガ

Cenchrus echinatus L.のみで，横浜市中区山下埠

頭と鶴見区大黒埠頭の2点の標本があります.

山下埠頭のものはシンクリノイガ，大黒埠頭の

ものはヒメクリノイガ(=ヒメクリノイカ、モ ド

キ，メリケンクリノイガ)でした.ただし，ヒメ

クリノイカ、はC.paucijlorus Benth.で、はなく， C

longispinus (Hack.) F巴rnardで、す.

京都大学に1958年に神戸でH.Kondo氏が採集

したC.longispinusの標本があり，そのラベノレに

はICenchrus paucijlorus Benth.ヒメ クリノイガ

(新称)Jと書かれていました.おそらく ，この標

本の植物に和名のヒメクリノイガがつけられ

たものと思います.C. paucijlorus Benthは現在

はC.incertus M.A.Crutisの異名とされています.

ヒメクリノイガモドキは宮城県仙台港で採集

されたものを庄司ほか(1989東北横物研究

(6)・11 )がC.longispinusと同定して報告したもの

です.藤本義昭(1995兵庫県イネ科植物誌)には

メリケンクリノイガ(オオクリノイガ)C. 

0・ibuloid，ωLが図示されていますが，このもとと

なった標本は頒栄短大にあり ，これも C

longispinusで、した.したがって，ヒメクリノイガ

=ヒメクリノイガモドキ=メリケンクリノイ

ガとなります.

シンクリノイ

ガ(山下埠頭

産)の総芭

ヒメクリノイ

ガ(大黒埠頭

産)の総芭

A.総直は花序に少なくとも 15個以上っき，総直には太い刺と基部に輪状に並ぶ剛毛状の刺がある.

太い刺は熟しても直立または斜上している ことが多い

B 花序には密に総萄がつき，花序の中軸は見えない総置は長さ 4-5111111，表面には細毛が密生す

る .・ー・ ・ ・ー ーー........ ・...・・H ・H ・..… クリノイガC.brownii 

B.花序はやや疎らに総直がつき，花序の中軸が見える.総芭は長さ-6111111，表面にはやや長い白色

軟毛が密生する …0・e・e・-…… e・e・-・ 0・…・ 0 ・ ••••• ••• ••••• ・ ーー.シンクリノイガC.echinatus 

A 総直は花序にふ10(稀に15)個っき，総置には太い刺のみがある(基部にやや細く短い刺があって

も，それは剛毛状ではなく，太い刺からしだいに細くなり連続している).刺は熟すと著しく開出

または反り 返る

B.総直は長さ7-8111111 

c.総、直の刺は数個-30個，東Ijの基部の111高は1.5-2111111あり ，総直基部に熟すと下向きになる短い刺

はない .........・ ・ e ・..............・...........・ H ・..…・ 0・・ e・e・-…..・ e・............................. C. incertzイJ

C総直の刺は45-75個，刺の基部の幅は1111111以下，総直基部に熟すと下向きになる短い刺がある

ヒメクリノイガC.longispinus 

B.総置は長さ 10-15111111.."".....ー・・ー・ー・・ー ・ー ・… ・・・ リ ー・.• • • • • • • • • • .・.オオクリノイガ仁 川 buloides
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クリノイガC.brownii Roelll. & Schult.は琉球

や小笠原でもきわめて稀なようで，東大，京大，

科博の標本では，琉球のものが 1点，小笠原の

ものが 1点の計2点しかありませんでした本

土のものでは大阪府堺市で1964年に採集され

たものが京大lこl点あっただけです.クリノイ

ガと同定されていた標本のほとんどはシンク

リノイガで，一部がヒメクリノイガでしたーま

た，オオクリノイガC.tribu/oidesも間違いが多

く，長野県産の l点(科|尊)が確認できただけ

で，他のオオクリノイガとされていた標本はす

べてヒメクリノガでした

632頁下にクリノイガ属の検索表を示します.

アフリ力ヒゲシバ

(埜村恵美子・和田良子・

菊地真知子・野津信子)

2002年8月17日，植物観察に藤沢市遠藤・笹窪

谷へ行ったとき，森の手前の畑のそばに車を止

めると，そこにオヒシパに似たみなれない総を

もっ植物を見つけました.出穂したばかりの

は，穂状花序の 13~ 15木の総(長さ 8~ I Oclll ) の

先のみが軽く付着し下方は膨らんで，ちょうち

んのような形をしていて，それが開花につれ

て，掌状に聞出していました.ほふく枝は太く，

長く 0.5~ 1 1ll くらい伸びて， 13~ 1 7c lllの間隔で、

節部から根と直立する稗を出していました.

帰宅後， W増補イネ科植物図譜~(長田 1997 ) で

調べ，アフリカヒゲシパ Chlorisgayana Kunth 

と分かりました『神奈川県植物誌200 1 ~をみる

と， 1980年の横浜市鶴見区と 1986年の横須賀市

の記録があるのみなので報告いたします.

9月l日，再度現地を訪れました野草の生い

茂った5段(I段は100坪位)の休耕畑の中の3段

は，イヌピエ，エノコログサ等が少し混じって

し、ますが，一面にアフリカヒゲ¥ンパが生い茂っ

て，開花・結実していま した

明治末の横浜にオオクグがあった

(勝山輝男)

国立科学博物館のオオクグCarexrUflu/osa Kuk 

(カヤツリグサ科)の標本の束の中に，横浜で採
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集されたオオクグの標本が 2枚あった.W神奈
川県植物目録~( 1933) ， W神奈川県植物誌~(1958) 

のいずれにもオオクグの記録がないため，W神
奈川県レッドデータ生物調査報告書』や『神奈

川県1植物誌200Uの標本調査の対象に含めな
かった今回，伊豆諸島三宅島のオオクグの文

献記録を確かめるために，国立科学博物館の標

本をチェックしたが，三宅島のものはなく，か

わりに横浜産の標本を偶然に見出すことと

なった.神奈川県に現在オオクグはないが，過

去の貴重な記録として報告しておきたいー

見出された 1枚はTNS57510で神奈川県立第

一中学校のラベルが貼られ，和名にはトベス

ゲ，産地として「西戸部J，日付は「明治四十jに

読み取れない文字が追記してある明治は44年

までなので， 1 907~ 1 9 1 I年の聞に採集されたも

のと思われる.採集者は国立科学博物館のラベ

ルの方にのみあり，松野重太郎とあるもう 1

枚はTNS575IIで国立科学博物館のラベノレのみ

が貼られていて，採集者は「久内清孝J，産地は

「武蔵横浜Jとだけ書かれている.国立科学博物

館のラベルの番号が連続しているので， 2枚の

標本は同じ頃に閉じ場所で採集され，何かの機

会に同時に国立科学博物館に入れられたもの

と考えられる.西戸部は横浜駅の南西方向で，

かつては平沼の干潟がひろがっていた.当時の

平沼ではシパナも採集されているので，オオク

グがあっても不思議はない

ところで，松野が中心となった『神奈川県植

物目録~( j 933 ) にオオクグの記録はない. オオ

クグの和名と学名は国立科学博物館のラベノレ

にのみあり，神奈川県立第一中学校のラベルに

は「トベスゲjの和名が書かれている.このこと

から松野らはこの植物をオオクグと 同定して

し、なかったと思われる『横浜附近値物目録』

(松野 1917)にヨコハマスゲ、Carexsp.というな

ぞのスゲ属J植物の名が出ているが， あるいはこ

の標本がヨコハマスゲと呼ばれたものではな

し、かと想像している

':>' 

，.A.必"'I

TNS57510の

オ リジナル

ラベル



芦ノ湖西岸のニコゲヌカキビはホオキ

ヌカキビである

(勝山輝男)

『神奈川県植物誌200tJIのニコゲヌカキビ

Panicul11 lanuginosul11 EII iottの分布図の芦ノ湖西

岸にある黒い分布点はホオキヌカキピ(別名ケ

ヌカキヒー)Panicul11 scopariul11 Lalllであった.

ホウキヌカキビはニコゲヌカキビに似るが，

全体に大きく，節の直下に輪状に11泉があり，茎

の上部や葉鞘にも所々に腺がある点が異なる.

ニコゲヌカキビ同様にDicantheliul11亜属に属し，

多年草で根生葉があり ，春から夏には枝が少な

いが，秋になると上部の業服から多数の小枝を

出し，小型の葉をつけ， その枝先に小さい花序

をつけるー全体に白色開出毛があり，ビロード

状を呈する夏には高さ 1mになり，春から夏の

茎葉は長さ5-15clll，幅10-151ll1llあり，小穂もニコ

-3. 
可

ゲヌカキビに比べて一回り大きく，倒卵形で長

さ2-2.51ll1llある

芦ノ湖の標本をニコゲヌカキピと同定した

のは私である Dicantheliul11亜属で、全体に密に

毛があることから，よく調べもしないでニコゲ

ヌカキビとしてしま った

ホウキヌカキピは北アメリカ原産で，1977年

に京都府宮津市で気づかれ，村田源(1980植物

分類地理 31:213-214)が日本新産の帰化植物

として報告したものであるケヌカキピは兵庫

県産の標本を藤本義昭(1995兵庫県イネ科植

物誌)がP.laxiflorul11 Lalllとして報告したもの

であるが，煩栄短大に保管されている該当標本

を検討したところホオキヌカキビと同じもの

であった

ホウキヌカキビはいまのところ，本州、1(茨城

県，神奈川県，京都府，兵庫県，岡山県上回国(愛

媛県)から報告があり，京都府や兵庫県に多い.

ホウキヌカキビ 節の直下の腺 小穂

横浜の力ラクサイヌワラビ

(田村淳)

県内の相模川以東にカラクサイヌワラビの

生育地はなかったが，今年4月に横浜市内で発

見したので報告するカラクサイヌワラビの分

布は，圏内では北海道から九州までであり，県

内では湯河原，箱根，，丹沢，大磯丘陵など相模川

以西に生育地が限られている(山本，2001)県

内における相模J11以東の記録として， 1928年に
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故籾山泰一先生により 三浦半島の二子谷で発

見されたという報告がある(倉田， 1978;長谷

川，2002)が，標本は確tgしていないその後三

浦半島で発見された記録を聞かないまた，横

浜市内においては出口(1968)や，横浜市北西部

及び多摩丘陵を詳細に調査した岡 (1990)，小

11時・北川 (1994)の報告にもカラクサイヌワラビ

の記録はないそのため，現在のところ相模川

以東では貴重な生育地と思われる.



発見したのは旭区内の丘陵地谷底スギ林で

ある.カラクサイヌワラビは2株あり，互いに接

近してあった葉の形態，とくに下部羽片の葉

柄が長いこと，小羽片の基部裂片が耳状に大き

く発達していることからカラクサイヌワラビ

と思ったが，羽軸裏面に毛が生えている点が典

型品と異なっていた.4月でソーラスが形成さ

れていなかったため，後日再確認しようと考え

採集を控えた.標本を採るかわりに写真を撮

り，それを山本明先生にお送りしたところ，カ

ラクサイヌワラビに一番近いと思われるが，

ソーラスを確認する必要があること，稀に羽軸

裏面に毛があるとの返事をいただいた.そこで

6月に現地に行き，葉を展開してソーラスを形

成したばかりの状態を観察した.ソーラスには

かぎ型や馬蹄型のものがなく，その長さがヒロ

ハイヌワラビに比較して短いことから，カラク

サイヌワラ ビであると確信した.2株で計5枚の

築を展開していたが，採集は今回も控えた.8月

上旬に再度現地に赴き，虫に食べられて劣化し

てきたため，やっと採集する踏ん切りがつき一

枚採集した.周囲にはナガボノナツノハナワラ

ビ，ホソパシケシダ，オクマワラビが生育して

いた

二つ葉のヒトツバテンナンショウ

(浜口哲一)

2002年5月4日に，山北町第沢の東沢林道，標

高約900m付近(三次メッ、ンュ53391077)で立派

なヒトツバテンナショウを見かけた舷部の

真っ黒なクロハシテンナンショウ型のもので，

高さが80cm近くもあり，大小2枚の葉がついて

いた.W日本の野生植物1JI (平凡社)によると，
ヒトツバテンナショウの葉は í l (~2)個 J とあ

り，まれに2枚のこ ともあるらしいが，意識して

見たのは初めてだったので写真とともに報告

しておく .現地は林道脇の法面から崩れた岩屑

の堆積した場所で，それほど条件がよいように

は見えなかったが，よほど球茎が大きく育った

ものなのだろう
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採集した襟本の胞子を検鏡したところ，正常

であったためカラクサイヌワラビと決定した

ただし，この株は山本明先生の言うように羽軸

裏面に微毛をもっタイプである.標本は神奈川

県立生命の星・地球博物館に納めた.

この報告にあたり，有意義なご助言をいただ

いた山本明先生にお礼申し上げる.

(引用文献)
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ツメクサダマシ， 63年ぶりに再出現

(金子紀子)

横浜市金沢区白帆は，カミってコンクリー卜の

護岸で因われた矩形の海で，冬季にはスズカ、モ

の大群やウミアイサなどの野鳥が来ていた.埋

め立て工事が行われ，ヨットハーバーと大型j苫

舗ができあがったのが1998年である.同所の芝

生の中で2002年7月にツメクサターマシTrifolium

ji-agiferumしを見つけたので報告する.

ツメクサダマシTrifoliumfragiferumし

全体の草姿はシロツメクサに酷似するが，よ

り小さく柔らかい印象があるシロツメクサの

ように受粉後に花が垂れ下がらないので、気づ

やすい.花はモモイロシロツメ クサより色が

濃く小さい 4111111程度の総直があるが，苓より

色が薄く目立たない花後，毛の生えた苓が膨

らんで，豆果を包み，豆果には 1個ずつの種子

が入る豆果は成熟するにつれ苓の膨らみが増

すため，縦長になってくる.なお種子が熟す頃

になると，豆果を包む主主の毛はほとんど無くな

る.花柄，葉柄には細し、白毛がまばらに生える

が，根元の太い茎には毛が見られなかった.葉

ツメクサダマシ 左上 総芭

(写真)，右上花序，左下 実 右

下実(写真)
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裏にも白毛が生え特に主脈付近には多い.茎は

地を這うように伸び，節から根を出す果実が

熟すと花茎の恨元から倒れ，頭状花序のまま土

に触れ，根を出し新芽が伸びてくる開花は7月

下旬からであった.ただし頻繁に行われている

草刈り がどの程度影響しているかは今後の観

察を待たないと分からない.

『神奈川県植物誌200Uによると，ヨーロッパ

原産の帰化植物で， W 日本帰化植物図鑑~(長田

1972北陸館)に1939年に採集された横浜産の標

本が図示されているが，その後確認されていな

い.今回の発見は実に63年ぶりの再発見である

標本横浜市金沢区白帆 2002.7.15金子紀子

KPM-NAO 122083 

神奈川県新産の帰化植物

ーシバツメクサー

(田中徳久)

八王子にお住まいの会員，歌)11道子さんが，

生命の星・地球博物館に，最近採集した標本を

お持ちくださった.その中に，神奈川新産の帰

化植物，ナデシコ科のシパツメクサが見出され

たので報告します

シパツメクサ Scleranthusannuusし

茎はよく分岐し，高さ 5~ 1 5clll ，下向きの微

細な毛がある.築は無柄で左右のものが基部で

合着する托築はない花は花弁はなく，がく片

は5個で，その縁は膜状で白色 花後， がくは残

存し，硬化して果実と合着するーヨーロ ッパ原

産シパツメクサの名はもともと栽培品につけ

られたもので， W原色日本帰化植物図鑑~(長田

武正 1976保育社)に北海道襟裳岬産の標本か

ら拙かれた図が掲載されている.W改訂噌補 日

本革本植物総検索誌双子葉編~(杉本順一 1 978

井上書庖)には，同属の園芸植物としてアオバ

ナツメクサS.perennisしが掲載されている

標本川11崎市麻生区南黒川 2002.5.5歌川道子

lくPM-NAO122066. 

・・・などと偉そうに書きましたが，当日，夜、

は留守にしており，同僚の勝山が同定し，翌日，

『神奈川県植物誌200 1 ~でナデシコ科を執筆し

た私に回したものですーその勢いで， F 1 0 ra 

Kanagawaの原稿も借越ながら，私が書くことに

なり ました。一応，ことの真相を..... 



力ナムグラの逆刺

(浜口哲一)

相模川で聞いた自然観察会でのこと，つる植

物の観察の中で，カナムグラの逆向きの刺のよ

うすを見てもらおうと ，小型の実体顕微鏡で、

アップしてみた.すると，見せようとした自分

の方がびっくりなんと，カナムグラの刺は丁

字型をしていて，透明で鋭く尖った刃先が上下

両方に伸びていたのである図に示したよう

に，茎や葉柄には盛り 上がったこぶがあって，

刺はその先についているそして傾いてついて

いるのが普通なため，一見すると逆刺のように

見えるわけだが，長さは下側の方が長いとは

限っていなかった両方向に刺が伸びているこ

とは，いろいろな角度で他物にからんでいく上

で有利なことなのかもしれないとも考えられ

るが，どうなのだろうか

後日，いろいろな植物図鑑を調べてみたが，

すべて逆刺とか小逆刺 という表現が使って

あって，丁字型にふれたものは皆無であった.

2002年度総会報告

(事務局)

2002年度の総会は，4月27日(日)に相模原市

立博物館で行われました.第I部では，長谷川

義人さんに「琉球の植物Jについて，浜口哲ーさ

んに「花ごよみの可能性jについて講演してい

ただき，第E部で2001年度の事業報告，決算報

告がなされ，2002年度の運営体制，事業計画，予

算が審議され，可決されました。

.2000年度事業報告

.2000年度決算報告・監査報告
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私が細部の形態の記載についてもっとも信頼

している『原色野草観察検索図鑑~(長田武正，

保育社)でもそうであったので，これは書き留

めておかねばと思った次第である.身近な植物

も，丹念に観察をしてみると，見落しているこ

とがあるという一例だろう

カナムグラの刺

 

 

 

  

 

  

 

 

 



-

.2002年度運営体制の検討

-今後の活動内容

.2002年度予算

 

 

 

編集後記

いつもながらFloraKanagawaの発行が遅れて

申し分けありませんそれでも，もう l回頑張れ

ば，久し振りの年3号発行ですまた，今号は木

場が出張中のため，田中が編集作業を行いまし

た(し、つもは木場が一人で、やっているのです)

違う誌面になっていなければ良いのですが。な

お，県↑博専専-学芸員のメ一ルアドレスが変更になり

ましたそれぞれ， ka剖ts刊u@nh.kanagawaト-

IllL凶 巴u川n川p，k灼く叩oba@n山h.k叶仙a創l悶 g肝awaか制-寸IllLη1凶 eun川p，

tana冶akaく伯日@n巾1叶巾h.k陥〈匂叩a訂na旧ag伊awaか剖-寸IllLηTIL礼US巴UIll.JPコで、す 次号は2月

頃，総会の案内と一緒に発送できれば，と思っ

ています原稿をお苦手せ下さい
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